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世界各地において自然災害が頻発しているなか，災害に対する脆弱性を減らし，被害を軽減して
いくことは国際社会の重要課題の一つとなっている（内閣府，2025）．本研究では，こどもに着目
した防災教育の展開において，計画的行動理論に係る要因分析を行い，こどもの防災行動につなが
る知見を得ることを研究目的とした．こどもの防災教育における，計画的行動理論に係る要因分析
の結果では，【防災教育の利点と課題】，【避難行動意図形成】，【防災行動の形成】，【防災意識の向
上にむけた要因】の4つのカテゴリーが示された．こどもの防災行動の形成要因として，多面的な
教育アプローチは「リスク認知」の向上につながり，行動制御感による意図形成に影響することが
示唆された．また地域や家庭との連携強化，長期的な視点から，一貫性のある防災教育の構築につ
なげ，『生きる力』を育む防災教育を検討することは今後も重要な課題であると考える．
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Ⅰ．緒 言

地球温暖化の進行等により，台風や豪雨などによる極
端風水害が激甚化・増加（内閣府，2025a）がみられ，
世界各地において自然災害が頻発している．そのため，
災害に対する脆弱性を減らし被害を軽減していくことは，
国際社会の重要課題の一つとなっている（内閣府，2025
b）．日本はこれまでに阪神・淡路大震災（1995年），東
日本大震災（2011年），昨今では令和6年能登半島地震
や令和7年8月豪雨による災害など極めて多種の自然災
害を経験してきた．そのなかで，災害時のこどもは，災
害弱者，災害時要援護者として配慮が必要な存在と位置
づけられ，災害時における支援として災害情報等の伝達，
避難行動の支援，避難所での生活支援等（内閣府，2011）
が追求されている．また，文部科学省（2013）は「『生
きる力』を育む防災教育の展開」において，地域の特質
に応じて自然災害に対しての様々な安全対策が求められ
るとし，学校防災の取組の必要性を明示している．子ど
もは認知面等を含めて発達途上にあり，災害の捉え方も
反応も発達段階ごとに異なる（佐藤，2014）．そのため，
防災教育においては，こどもの発達段階と認知レベルに
あった，わかりやすい説明による知識の獲得から関心を
喚起し，「行動意図」を高めることが重要と考える．そ
れによって防災意識の向上につなげ，有事の際に避難行
動をおこすことができるなど，自らの力で災害を生き抜
く力を育てることが重要と考える．アイゼン（1991a）
は，人間の意思決定行動を予測するプロセスとして計画
的行動理論（theory of planned behavior）を提唱し，「行
動」を規定する要因として「意図」が想定され，「行動
に対する態度」，「主観的規範」，および知覚された「行
動制御感」は相互に影響を及ぼし，「行動制御感」は「意
図」だけでなく，実際の「行動」への影響が想定される
と述べている．そのため，本研究では，こどもに着目し
た防災教育の展開において，計画的行動理論に係る要因
分析を行い，こどもの防災行動につながる知見を得るこ
とを研究目的とした．このことから，こどもの防災教育
における現状や課題，今後の実践への示唆を得ることで，
こどもが自らの力で災害を生き抜く力を育てるための防
災教育の発展に寄与する．

Ⅱ．研究方法

1．対象となる文献の選定
医学中央雑誌Web版，CiNii，PubMed，JDreamⅢ

web 版を検索エンジンとし，1）～5）を検索条件・
基準として用いた．さらに，ハンドサーチングを行った
のち，20文献を抽出し対象文献とした．
1）文献対象期間：研究の動向を把握するため，期間は

設けなかった．
2）文献検索期間：2025年7月～2025年11月
3）キーワード：
・医学中央雑誌Web版：「計画的行動理論」and「防災
教育」0件，「防災教育」and「防災行動」and「防災
意識」1件，「こども」and「防災教育」7件，「災害」
and「こども」and「防災」23件，「防災教育」and「行
動意図」0件
・CiNii：「計画的行動理論」and「防災教育」0件，「防
災教育」and「防災行動」and「防災意識」11件，「こ
ども」and「防災教育」109件，「防災教育」and「行
動意図」5件，「災害」and「こども」and「防災」83
件
・PubMed：「theory of planned behavior」and「Disaster
prevention education」6件，「Disaster prevention edu-
cation」and「Disaster Prevention Behavior」and「Dis-
aster Prevention Awareness」145件，「Children」and
「Disaster prevention education」978件
・JDreamⅢweb 版：「計画的行動理論」and「防災教
育」0件，「防災教育」and「防災行動」and「防災意
識」31件，「防災教育」and「防災行動」and「防災意
識」and「こども」9件，「こども」and「防災教育」
and「行動意図」6件，「災害」and「こども」and「防
災」941件
4）条件
医学中央雑誌Web版では会議録，PubMed では症例
報告を除外した．
5）選択基準
こどもに着目した防災教育の展開，計画的行動理論に
係る避難行動意図の要因，防災行動や防災意識に影響す
る要因を検討し示唆を得るため，適格基準として「こど
も」「避難行動意図」「防災行動」「防災意識」について
言及した論文とする．
6）抽出方法
医学中央雑誌Web版31件，CiNii 208件，PubMed

1129件，JDreamⅢweb 版987件の文献が抽出された．
研究者は抽出された文献について，選択基準に基づき表
題，要旨の精査を行ったのち，本文の精査を行った．各
文献で明らかになった知見を検討し，最終的に医学中央
雑誌Web版1件，CiNii 1件，PubMed 2件，JDream
Ⅲweb 版9件を抽出し，さらに，幅広く防災教育に言
及している文献を得るため，ハンドサーチングにて7件
の文献を対象論文とし選定した．

2．分析方法
分析は，各論文で明らかになった知見を要約し，要約
した内容の類似性を検討したのち，マトリックス方式で
まとめた．以下，カテゴリーを【 】，サブカテゴリー
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を〈 〉で示す．
尚，分析結果において信頼性および妥当性を高めるた

めに，質的研究を行った経験がある研究者間で相互に分
析の検討と精査を進めるとともに，被災地支援の実践経
験を有する研究者の視点を分析に反映させ，研究の質の
担保を図った．

3．用語の定義
1）こども：こどもとは，心と身体の発達の過程にある
（内閣府，2024）18歳未満の者（児童福祉法）（法
務省，2025）．

2）防災：災害を未然に防止し，災害が発生した場合に
おける被害の拡大を防ぎ，及び災害の復旧を図るこ
と（災害対策基本法第2条第2号）（内閣府，2025c）.

3）災害：「災害」とは，事故，自然または人的活動の
いずれによって引き起こされるかを問わず，突発的
にまたは長期的経過の結果として発生するかのいか
んを問わず，人間の生命，健康，財産または環境に
対する重大かつ広範な脅威をもたらす社会機能の深
刻な混乱（ただし，武力紛争を除く）．（Guidelines
for the Domestic Facilitation and Regulation of In-
ternational Disaster Relief and Initial Recovery As-
sistance, 2012）．

4）計画的行動理論（theory of planned behavior）：人
間の意思決定行動を予測するプロセスとして用いる．
「行動」を規定する要因として「意図」が想定され，
「行動に対する態度」，「主観的規範」，および知覚
された「行動制御感」は相互に影響を及ぼし，「行
動制御感」は「意図」だけでなく，実際の「行動」
への影響が想定される（Ajzen，1991b）.

4．倫理的配慮
本研究の対象文献は医学中央雑誌Web版，CiNii，Pub-
Med，DreamⅢweb 版はインターネット上で検索可能
な文献を用いたため，引用文献に正確に提示することで
著者の著作権を侵害しないように倫理的に配慮した．

Ⅲ．結 果

1．対象文献の概要
20件の対象文献の概要を表1に示す．20件の文献を分
析した結果，【防災教育の利点と課題】，【避難行動意図
形成】，【防災行動の形成】，【防災意識の向上にむけた要
因】の4つのカテゴリーに分類できた．

2．分析結果
1）【防災教育の利点と課題】
このカテゴリーは，〈幼児期からの協同的学びと多面

的発達〉，〈防災教育の現状と課題〉の2つのサブカテゴ
リーで構成された．子どもが環境に「自ら」関わり，十
分に体を動かして遊ぶ中で，子どもは，次第に危険な場
所や遊び方などを知り，どう行動したらよいのかを体験
を通して身に付けていくことが求められている（田村他，
2019a）．そのため，こどもの発達段階ごとにみられる
身体的，心理的，環境的要因を考慮しながら，他者との
関わりのなかで思いの共有を行うなど，情緒的安定につ
なげることの重要性が示された．一方で，防災教育を実
施していない学校が非常に多く，小中高と年齢が上がる
ほど実施率が低く，防災教育を結果として軽んじている
学校が多い（柴田他，2020a）．加えて，防災教育教材
の不足が課題として明らかになった．

2）【避難行動意図形成】
このカテゴリーは〈防災教育における学生の知識，態
度，行動変化の要因〉，〈避難意図〉，〈防災に関する知識，
態度，行動変化への多面的アプローチの効果〉，〈防災意
識の持続と波及〉の4つのサブカテゴリーで構成された．
アイゼン（1991c）は，計画的行動理論において，「行動」
を規定する要因として「意図」が想定され，「行動に対
する態度」，「主観的規範」，および知覚された「行動制
御感」は相互に影響を及ぼし，「行動制御感」は「意図」
だけでなく，実際の「行動」への影響が想定されると述
べている．こどもの防災知識を醸成させ，行動につなげ
るためには，「意図」形成が重要である．そのことから，
博物館の展示や資料を活用した地域災害を学ぶ授業は，
水害についての強い記憶を残し「リスク認知」を高めた．
また，「リスク認知」の高まりが，「避難行動意図」を高
めることも検証された（望月他，2022a）．そのため，
多面的な教育アプローチを行うことが「リスク認知」の
向上につながり，行動制御感による意図形成に影響する
ことが示唆された．

3）【防災行動の形成】
このカテゴリーは〈伝達意図と防災行動〉，〈能動的避
難行動の形成〉，〈幼少期からの知識習得に向けた関係者
間の連携〉，〈コミュニティ・エンパワメント意識と自己
効力感〉，〈意識の変容〉の5つのサブカテゴリーで構成
された．小学生を対象とした防災教育において，小学生
と教職員が主体となった実践的な体験学習により，子ど
もたちは自分のこととして具体的に避難について考える
ことが出来（井山他，2020a），そのことが「我が事意
識」として〈能動的避難行動の形成〉につながると示唆
された．こどもが率先して行う行動態度は保護者や地域
住民等へ影響するコミュニティ・エンパワメントが期待
される．
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ol
s

T
us
w
ad
ia
nd
T
ak
eh
iro
H
ay
as
hi

（
20
14
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ジ
ョ
グ

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
ス
レ

マ
ン
県
チ
ャ
ン
ク
リ
ン
ガ

ン
地
区
の
メ
ラ
ピ
火
山
周

辺
地
域
の
小
学
校
5
年
生

89
名

メ
ラ
ピ
火
山
周
辺
地
域
の
小
学
校
5
年
生

を
対
象
に
，
防
災
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

実
施
し
，
学
生
の
知
識
，
態
度
，
行
動
面

の
変
化
を
評
価
す
る
．

メ
ラ
ピ
火
山
周
辺
地
域
の
小
学
校
5
年
生
を
対
象
に
，
火
山
噴
火
と
関
連
す
る
災
害
に
つ
い
て
，
同
じ
防
災
授
業
内
容
を
研
究
者
の
一
人
が
行
う
形
式
で
進
め
ら
れ
た
．
実

験
群
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
，
対
象
群
は
講
義
形
式
で
火
山
噴
火
の
講
義
を
学
生
へ
教
授
し
た
，
講
義
で
は
火
山
噴
火
の
写
真
を
使
用
し
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
，

グ
ル
ー
プ
で
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
読
み
議
論
し
，
学
生
の
知
識
，
態
度
，
行
動
の
変
化
を
評
価
し
た
．
調
査
結
果
は
，
講
義
は
大
地
震
発
生
時
に
屋
内
で
取
る
適
切
な
行
動
に

関
す
る
知
識
と
，
住
宅
火
災
に
関
す
る
大
地
震
の
影
響
に
関
す
る
知
識
の
2
つ
の
視
点
を
向
上
さ
せ
た
．
ま
た
，
災
害
多
発
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
意
識
に
つ
い
て

も
，
講
義
を
通
じ
て
向
上
し
た
，
一
方
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
，
大
地
震
発
生
時
に
屋
内
で
取
る
適
切
な
行
動
に
関
す
る
知
識
の
1
つ
の
視
点
で
の
み
有
効
で
あ
っ
た
．

学
生
の
知
識
，
態
度
，
行
動
の
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
，
長
期
的
な
教
育
と
学
習
が
必
要
で
あ
り
，
家
庭
環
境
，
地
域
文
化
，
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
要
因
と
な
る
．

学
生
の
知
識
，
態
度
，
行
動
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
た
学
校
で
の
効
果
的
な
火
山
防
災
教
育
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．

避
難
意
図

豪
雨
災
害
時
の
「
避
難
意
図
」
を
高
め
る
小
学

校
社
会
科
授
業
の
開
発
と
効
果
の
検
証

－
博
物
館
を
活
用
し
て
－

望
月
大
，
村
越
真

（
20
22
）

Ａ
小
学
校
4
年
生
63
名

Ｂ
小
学
校
4
年
生
35
名

Ｃ
小
学
校
5
年
生
60
名

「
リ
ス
ク
認
知
」
と
「
自
己
効
力
感
」
を

高
め
，
豪
雨
災
害
時
の
避
難
行
動
意
図
を

促
進
す
る
た
め
，
水
害
に
つ
い
て
の
展
示

資
料
を
活
用
し
た
小
学
校
社
会
科
の
防
災

授
業
の
開
発
を
目
的
と
す
る
．

博
物
館
の
展
示
や
資
料
を
活
用
し
た
地
域
災
害
を
学
ぶ
授
業
は
，
水
害
に
つ
い
て
の
強
い
記
憶
を
残
し
「
リ
ス
ク
認
知
」
を
高
め
た
．
ま
た
，「
リ
ス
ク
認
知
」
の
高
ま
り

が
，「
避
難
行
動
意
図
」
を
高
め
る
こ
と
も
検
証
さ
れ
た
．
災
害
情
報
に
つ
い
て
学
び
，
豪
雨
災
害
時
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
ん
な
行
動
を
と
る
か
考
え
る
授
業
が
，
児

童
の
避
難
の
考
え
方
に
変
容
を
も
た
ら
す
効
果
も
見
ら
れ
た
．「
自
己
効
力
感
」
が
ほ
と
ん
ど
の
児
童
で
一
様
に
授
業
前
か
ら
高
か
っ
た
た
め
授
業
後
と
比
較
し
て
も
，「
自

己
効
力
感
」
の
変
化
は
見
ら
れ
ず
，「
避
難
行
動
意
図
」
と
の
有
意
な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
．

防
災
に
関
す
る
知
識
，

態
度
，
行
動
変
化
へ
の

多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の

効
果

Ed
uc
at
io
n
fo
r
su
pp
or
tin
g
ch
ild
re
n’
s
di
s-

as
te
r
ris
k
re
du
ct
io
n
be
ha
vi
or
fe
at
ur
in
g

ov
er
se
as
di
sa
st
er
ex
pe
rie
nc
es
:
M
iti
ga
-

tio
n
of
di
sa
st
er
da
m
ag
es
in
Ce
nt
ra
lV
ie
t-

na
m
.

K
A
T
O
T
ak
aa
ki
,
H
O
RI
Sh
iro
,
M
U
RA
E

Fu
m
ito
sh
i,e
t,a
l.

（
20
23
）

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
T
hu
a

T
hi
en
H
ue
省
の
3
つ
の

地
域
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
2

つ
の
学
校
の
3
・
4
学
年

の
生
徒

約
51
5
名

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
平
野
部
・
山
岳
部
は
台

風
や
豪
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
．
児
童

は
，
災
害
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
た

め
，
実
践
的
な
防
災
教
育
の
普
及
が
必
要

で
あ
る
．
現
状
で
は
小
学
校
で
の
防
災
教

育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
．
本
研

究
は
，
地
域
別
に
防
災
上
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
，
命
を
守
る
防
災
教
育
を

試
行
し
，
児
童
の
行
動
変
容
に
つ
い
て
検

証
す
る
．

ベ
ト
ナ
ム
は
気
候
変
動
に
特
に
脆
弱
で
あ
り
，
自
然
災
害
に
よ
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
．
こ
の
研
究
は
，
子
ど
も
と
家
族
の
た
め
の
防
災
教
育
の
改
善
に
焦
点
を
当
て
た
．

特
に
災
害
管
理
の
経
験
が
豊
富
な
日
本
の
事
例
を
取
り
入
れ
，
理
解
と
参
加
を
深
め
る
た
め
に
，
ゲ
ー
ム
，
状
況
演
習
，
視
覚
教
材
な
ど
を
取
り
入
れ
，
多
面
的
な
教
育
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
．
教
育
教
材
に
は
，
日
本
の
学
生
に
よ
る
豪
雨
，
洪
水
，
雷
雨
へ
の
対
応
を
示
す
ビ
デ
オ
や
，
日
本
各
地
か
ら
帰
国
し
た
人
々
の
国
際
的
，
実
践
的
な

事
例
は
，
学
生
の
災
害
対
応
と
備
え
に
関
す
る
理
解
に
つ
な
が
っ
た
．
防
災
教
育
の
効
果
は
，
災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に
関
す
る
知
識
，
態
度
，
行
動
の
変
化
に
焦
点
を
当

て
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
．
結
果
は
，
用
い
た
教
育
方
法
の
有
効
性
が
強
く
示
さ
れ
た
．
Bl
oo
m
の
分
類
に
よ
れ
ば
，「
理
解
」
と
「
評
価
」
の
レ
ベ
ル
に
お
い

て
最
も
顕
著
な
改
善
が
観
察
さ
れ
，
そ
れ
ぞ
れ
20
．6
％
と
12
．7
％
増
加
し
た
．
特
に
，
評
価
レ
ベ
ル
は
顕
著
な
改
善
を
示
し
，
日
本
の
学
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
に
生
徒
た
ち
が

参
加
し
た
こ
と
は
，
豪
雨
，
洪
水
，
雷
雨
な
ど
の
事
例
に
お
け
る
現
実
の
シ
ナ
リ
オ
を
可
視
化
し
，
理
解
す
る
の
に
役
立
っ
た
と
考
え
る
．
態
度
や
行
動
変
容
の
5
段
階
評

価
で
は
，
自
己
防
衛
，
危
険
箇
所
の
回
避
，
緊
急
時
に
大
人
の
指
示
に
従
う
等
の
分
野
で
改
善
が
見
ら
れ
た
．

防
災
意
識
の
持
続
と
波

及
小
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
の
効
果
－
福

島
県
と
宮
城
県
の
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
比
較
－

保
田
真
理
，
邑
本
俊
亮
，
齋
藤
玲

（
20
24
）

福
島
県
あ
る
い
は
宮
城
県

の
学
校
に
在
籍
す
る
小
学

校
5
年
生
（
10
歳
か
ら
11

歳
）

分
析
対
象
と
な
っ
た
児
童

数
は
57
6
名

地
域
の
特
徴
か
ら
，
児
童
の
家
庭
や
地
域

の
防
災
意
識
が
異
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
，

同
じ
防
災
出
前
授
業
で
あ
っ
て
も
，
児
童

の
授
業
内
容
の
受
け
止
め
方
が
異
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
．
本
研
究
で
は
，
福
島

県
の
沿
岸
部
と
内
陸
部
，
宮
城
県
の
沿
岸

部
と
内
陸
部
と
い
う
4
地
域
別
の
分
析
を

行
う
．

事
前
の
防
災
意
識
の
地
域
差
は
，
授
業
前
の
防
災
意
識
に
地
域
差
が
見
ら
れ
た
．
沿
岸
部
に
比
べ
て
内
陸
部
は
防
災
意
識
が
相
対
的
に
低
く
，
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
の

程
度
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
．
出
前
授
業
に
よ
る
防
災
意
識
の
変
化
は
，
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
出
前
授
業
で
複
数
の
側
面
で
意
識
が
上
昇
す
る
が
，1
か

月
後
に
は
低
下
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
．
た
だ
し
，
沿
岸
部
の
学
校
で
は
，
上
昇
し
て
持
続
す
る
意
識
面
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
．
福
島
沿
岸
で
は
災
害
発
生
リ

ス
ク
評
価
が
上
昇
し
，1
か
月
後
も
高
い
値
と
な
っ
て
お
り
，
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
現
在
ま
で
頻
発
し
，
出
前
授
業
後
も
発
生
し
た
福
島
県
沖
の
地
震
の
影
響
が
う
か
が
え

た
．
宮
城
沿
岸
は
，
恐
怖
心
，
災
害
発
生
リ
ス
ク
評
価
，
避
難
自
信
，
約
束
事
の
必
要
性
，
学
習
内
容
の
伝
達
意
図
が
上
昇
し
持
続
し
て
お
り
，
こ
の
地
域
の
事
前
の
避
難

行
動
に
関
す
る
意
識
の
高
さ
が
多
く
の
側
面
の
防
災
意
識
の
持
続
に
貢
献
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
．
家
庭
へ
の
波
及
に
も
地
域
差
が
見
ら
れ
，
沿
岸
部
の
学
校
は

内
陸
部
の
学
校
よ
り
多
く
の
波
及
が
見
ら
れ
た
．
地
域
特
性
が
防
災
教
育
の
効
果
や
持
続
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
し
て
，
地
域
の
地
理
的
特
性
，
過
去
の
被
災
経
験
，

地
域
の
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
の
多
さ
が
考
え
ら
れ
，
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
に
影
響
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
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表
1
．
避
難
行
動
意
図
・
防
災
行
動
・
防
災
意
識
の
形
成
要
因
（
つ
づ
き
）

防 災 行 動 の 形 成

伝
達
意
図
と
防
災
行
動

能
動
的
避
難
行
動
の
形

成 幼
少
期
か
ら
の
知
識
習

得
に
向
け
た
関
係
者
間

の
連
携

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
意
識
と
自

己
効
力
感

意
識
の
変
容

小
学
生
に
対
す
る
防
災
教
育
が
保
護
者
の
防
災

行
動
に
及
ぼ
す
影
響
―
子
ど
も
の
感
情
や
認
知

の
変
化
に
注
目
し
て
―

豊
沢
純
子
，
唐
沢
か
お
り
，
福
和
伸
夫

（
20
10
）

小
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
実
践
す
る
地
域
密
着

型
防
災
教
育
に
関
す
る
研
究

井
山
慶
信
，
岡
田
大
爾

（
20
20
）

D
isa
st
er
A
w
ar
en
es
s
th
ro
ug
h
D
isa
st
er

Pr
ep
ar
ed
ne
ss
Ed
uc
at
io
n
fo
r
Pr
im
ar
y

Sc
ho
ol
s

H
H
er
di
an
sy
ah
,S
IH
us
ei
n,
FW

A
sr
of
an
i,

et
,a
l

（
20
20
）

子
ど
も
・
若
者
の
参
画
に
よ
る
防
災
教
育
の
試

み
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
意
識

と
自
己
効
力
感
に
着
目
し
て

吉
永
真
理

（
20
21
）

大
学
で
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
教
育
の
効

果
に
関
す
る
研
究
－
授
業
前
後
の
考
え
の
変
化

の
理
由
を
中
心
と
し
て
－

岡
田
大
爾
，
森
下
淳
，
石
原
茂
和
，
他

（
20
23
）

小
学
校
5
年
生
と
6
年
生

13
5
名

東
広
島
市
立
上
黒
瀬
小
学

校
5
年
生

21
名

マ
ウ
ク
地
区
タ
ン
ジ
ュ
ン

ア
ノ
ム
村
の
学
校
の
児
童

18
0
名

実
践
1
：
Ａ
小
学
校
の
夏

休
み
に
開
催
さ
れ
た
サ
バ

イ
バ
ル
・
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
た
中
学
生
（
Ａ
小
学

校
の
卒
業
生
）
39
名

実
践
2
：
Ｂ
中
学
校
の
講

演
に
参
加
し
た
中
学
生
，

37
3
名

大
学
の
必
修
科
目
「
地
域

創
生
と
危
機
管
理
」
履
修

学
生
約
60
0
名（
1
年
生
）

防
災
教
育
効
果
を
議
論
す
る
た
め
の
心
理

学
的
な
理
論
を
導
入
し
，
そ
れ
に
基
づ
い

て
教
育
効
果
の
測
定
を
行
う
．

避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

小
学
校
に
お
い
て
，
そ
の
場
所
を
最
も
よ

く
知
っ
て
い
る
小
学
生
が
主
体
と
な
る
，

実
践
的
な
防
災
教
育
の
提
案
を
目
的
と
す

る
．

災
害
，
防
災
，
現
場
体
験
，
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
資
料
の
提
供
に
加
え
，

関
係
者
間
の
連
携
を
促
進
し
，
学
生
が
自

然
災
害
の
可
能
性
と
発
生
に
つ
い
て
認
識
，

理
解
し
，
災
害
前
，
緊
急
対
応
，
災
害
後

の
行
動
に
関
す
る
知
識
を
修
得
で
き
る
よ

う
に
す
る
．

地
域
課
題
に
即
し
た
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
践
し
，
事
前
事
後
の
測
定
結
果
を

比
較
し
，
介
入
と
し
て
の
防
災
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
効
果
検
証
を
行
な
っ
た
．

大
学
生
に
土
砂
災
害
に
関
す
る
防
災
教
育

を
行
い
，
そ
の
前
後
に
お
い
て
学
生
自
身

に
自
発
的
に
判
断
さ
せ
て
，
災
害
に
対
し

て
「
防
災
の
効
果
的
方
法
」
に
関
す
る
一

人
一
人
の
考
え
方
に
つ
い
て
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
．

小
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
が
，
児
童
の
感
情
や
認
知
に
変
化
を
及
ぼ
す
可
能
性
，
お
よ
び
，
こ
れ
ら
の
感
情
や
認
知
の
変
化
が
，
保
護
者
の
防
災
行
動
に
影
響
す
る

可
能
性
に
お
い
て
は
，
教
育
直
後
に
感
情
や
認
知
の
高
ま
り
が
確
認
さ
れ
た
が
，
3
ヵ
月
後
に
は
教
育
前
の
水
準
に
戻
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．
ま
た
，
恐
怖
感
情
と
保
護
者

へ
の
効
力
感
は
，
保
護
者
へ
の
防
災
教
育
内
容
の
伝
達
意
図
を
高
め
，
伝
達
意
図
が
高
い
ほ
ど
実
際
に
伝
達
を
行
い
，
伝
達
す
る
ほ
ど
保
護
者
の
防
災
行
動
が
促
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
た
．

避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
小
学
校
に
お
い
て
，
そ
の
場
所
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
小
学
生
と
教
職
員
が
主
体
と
な
っ
た
実
践
的
な
体
験
学
習
に
よ
り
，
児

童
た
ち
は
実
際
に
体
育
館
で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
体
験
等
を
行
い
，
防
災
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
，「
助
け
を
待

つ
」
立
場
で
は
な
く
「
自
ら
助
け
る
」
立
場
に
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
た
．「
自
分
」
と
「
家
族
」，
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
「
避
難
」
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
，
避
難

の
“
楽
し
さ
”
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
出
来
た
．
そ
れ
に
よ
り
，
非
常
に
短
時
間
の
体
験
学
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
こ
と
と
し
て
具
体
的
に
避
難

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
．
そ
れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
率
先
し
て
避
難
す
る
よ
う
に
な
り
，
周
り
の
大
人
た
ち
も
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
て
，
早
め
の
避
難
行

動
に
結
び
付
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
．

マ
ウ
ク
地
区
タ
ン
ジ
ュ
ン
ア
ノ
ム
村
は
沿
岸
地
域
で
あ
り
，
自
然
災
害
に
対
し
て
脆
弱
な
地
域
と
分
類
さ
れ
，
地
域
住
民
に
よ
る
津
波
防
災
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
．
し

か
し
，
こ
の
地
域
に
お
け
る
防
災
の
重
要
性
は
住
民
に
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
い
．
マ
ウ
ク
地
区
タ
ン
ジ
ュ
ン
ア
ノ
ム
村
の
学
校
で
は
防
災
教
育
が
不
足
し
て
い
る
た
め
，

多
く
の
児
童
は
災
害
発
生
時
の
行
動
を
理
解
し
て
い
な
い
．
こ
の
た
め
，
災
害
へ
の
理
解
を
深
め
防
災
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
，
幼
い
頃
か
ら
こ
ど
も

た
ち
へ
教
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
．
タ
ン
ジ
ュ
ン
ア
ノ
ム
校
で
は
，1
80
名
の
児
童
に
対
し
て
防
災
教
育
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
た
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
，

災
害
，
防
災
，
現
場
体
験
，
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
資
料
の
提
供
，
関
係
者
間
の
連
携
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
，
学
生
が
自
然
災
害
の
可
能
性
と
発
生
に
つ
い
て
認

識
，
理
解
し
，
災
害
前
，
緊
急
対
応
，
災
害
後
の
行
動
に
関
す
る
知
識
を
修
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
．
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
教
育
資
料
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
，

災
害
を
克
服
す
る
た
め
の
実
践
を
通
し
て
，
災
害
発
生
時
の
学
生
の
知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．

実
践
1
で
は
，
中
学
生
が
主
体
で
あ
り
，
彼
ら
を
地
域
住
民
，
行
政
，
学
術
の
専
門
家
や
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
態
で
運
営
さ
れ
て
い
た
．
本
研
究
で
測
定
し
た
，
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
意
識
が
活
動
前
よ
り
後
に
有
意
に
向
上
し
て
い
た
こ
と
は
，
活
動
時
に
多
く
の
地
域
の
人
が
関
わ
り
，
ま
ち
の
人
々
の
協
力
や
関
係
性
の
重
要

性
を
実
感
し
た
こ
と
で
，
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
が
上
が
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
．
実
践
2
で
は
，
講
演
者
へ
の
中
学
生
た
ち
の
言
葉
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
解
析
結
果
か
ら
は
，
同
世
代
感
覚
，
感
謝
，
共
感
，
憧
憬
と
と
も
に
，
体
験
談
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
臨
場
感
，
効
力
感
が
見
出
さ
れ
た
．
ふ
た
つ
の
実
践
の
比
較

か
ら
わ
か
る
こ
と
は
，
継
続
的
な
子
ど
も
・
若
者
参
画
と
，
被
災
地
と
被
災
地
以
外
の
同
世
代
の
交
流
を
組
み
込
ん
だ
防
災
教
育
の
方
法
論
に
つ
い
て
，
両
方
と
も
有
効
性

を
示
せ
た
と
考
え
て
い
る
．

土
砂
災
害
は
，
他
の
災
害
に
比
べ
て
局
所
的
か
つ
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
い
つ
発
生
す
る
か
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
．
大
学
の
必
修
授
業
で
1
年

生
に
県
の
砂
防
の
責
任
者
の
防
災
授
業
の
前
後
に
自
身
の
防
災
意
識
を
自
由
に
選
択
さ
せ
，
意
識
の
変
化
の
理
由
を
見
つ
め
さ
せ
て
教
育
効
果
を
分
析
し
た
．
最
前
線
の
専

門
家
の
対
策
を
学
修
後
は
自
発
的
に
社
会
的
受
忍
の
半
数
以
上
が
施
設
整
備
や
警
戒
避
難
，
居
住
移
転
に
変
更
す
る
等
効
果
が
あ
っ
た
．
自
ら
深
く
考
え
て
，
考
え
が
変
わ

る
防
災
教
育
が
困
難
な
状
況
が
広
く
見
ら
れ
る
中
，1
回
の
授
業
で
社
会
的
受
忍
の
学
生
の
半
数
以
上
が
施
設
整
備
や
警
戒
避
難
等
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
．
依
然
と
し
て
自
然
災
害
の
規
模
や
予
測
の
困
難
さ
か
ら
対
策
せ
ず
に
災
害
を
受
け
入
れ
る
学
生
も
多
く
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
．
あ
る
程
度
死
傷
者
が

出
る
の
は
し
か
た
な
い
と
い
う
「
他
人
事
意
識
」
で
は
な
く
，
よ
ほ
ど
ダ
ム
等
で
危
険
性
が
な
く
な
ら
な
い
限
り
，
い
く
ら
空
振
り
し
て
も
避
難
す
る
意
識
の
高
さ
が
必
要

で
あ
る
と
の
「
我
が
事
意
識
」
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
．
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表
1
．
避
難
行
動
意
図
・
防
災
行
動
・
防
災
意
識
の
形
成
要
因
（
つ
づ
き
）

防 災 意 識 の 向 上 に む け た 要 因

防
災
文
化

地
域
性
を
考
慮
し
た
児
童
に
対
す
る
防
災
教
育
の
効

果
に
関
す
る
考
察

稲
垣
意
地
子
，
大
石
哲
，
砂
田
憲
吾
，
他

（
20
10
）

災
害
経
験
を
持
つ
地
域
に
住
み
，
災
害
に

関
す
る
防
災
教
育
を
受
け
た
児
童
と
，
通

常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
が
っ
た
一
般

的
な
防
災
教
育
を
受
け
る
地
域
に
住
む
児

童
山
梨
県
内
の
小
学
校
二
校
17
7
名

小
学
校
で
行
な
わ
れ
る
防
災
教
育
に
活
か

さ
れ
た
災
害
の
伝
承
が
児
童
に
与
え
る
影

響
に
着
目
し
た
．

こ
れ
ま
で
の
34
年
災
に
関
す
る
防
災
教
育
を
受
け
て
い
る
Ｍ
小
学
校
の
児
童
と
，
一
般
的
な
防
災
指
導
を
受
け
て
い
る
Ｙ
小
学
校
の
児
童
を
比
較
し
た

結
果
，
Ｍ
小
学
校
の
児
童
は
，
災
害
時
の
避
難
に
対
す
る
自
己
評
価
や
災
害
時
の
気
持
ち
な
ど
の
防
災
意
識
が
Ｙ
小
学
校
の
児
童
よ
り
も
高
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
．
Ｍ
小
学
校
の
児
童
に
と
っ
て
題
材
地
域
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
と
，
普
段
の
防
災
教
育
の
効
果
が
大
き
く
，
児

童
の
防
災
意
識
と
行
動
の
変
化
に
お
い
て
，
ビ
デ
オ
視
聴
後
の
児
童
の
防
災
意
識
に
変
化
が
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
特
定
地
域
の
災
害
を
防
災
教

育
に
活
か
す
こ
と
は
，そ
の
地
域
に
関
わ
り
の
あ
る
児
童
に
と
っ
て
記
憶
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
．ま
た
，そ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
防
災
教
育
に
よ
っ

て
防
災
意
識
は
高
ま
る
が
，
被
災
す
る
可
能
性
を
判
断
し
て
避
難
す
る
か
と
い
う
点
で
は
課
題
が
残
る
，

防
災
意
識
の
啓
発

児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
防
災
意
識
の
相

違
―
意
識
調
査
を
取
り
入
れ
た
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
践
―

小
舘
亮
太
，
田
中
岳

（
20
12
）

札
幌
市
内
Ｋ
小
学
校
児
童

第
5
学
年
88
名

第
6
学
年
90
名

保
護
者
90
名

小
学
校
児
童
に
，
身
近
な
災
害
の
紹
介
な

ど
，
防
災
意
識
調
査
を
取
り
入
れ
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
，
そ
の
効
果
を
検

討
す
る
．
同
様
な
調
査
を
保
護
者
へ
実
施

し
，
児
童
と
保
護
者
間
の
防
災
意
識
の
相

違
を
明
ら
か
に
し
，
調
査
結
果
を
踏
ま
え
，

防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
成
す
る
た

め
の
基
礎
を
え
る
．

対
象
者
と
保
護
者
は
，
過
去
に
洪
水
な
ど
の
被
災
経
験
が
あ
る
地
域
に
居
住
し
て
い
る
一
方
で
，
そ
の
多
く
は
災
害
の
未
経
験
者
で
あ
る
．
児
童
と
そ

の
保
護
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
な
か
で
も
，
災
害
の
地
域
特
性
を
理
解
，
継
承
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
．
保
護
者
に
比
べ
，
児
童
が
過

去
の
体
験
談
に
興
味
を
示
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
児
童
へ
の
防
災
教
育
か
ら
，
そ
の
児
童
を
通
じ
て
保
護
者
，
さ
ら
に
は
地
域
住
民
へ
と
災
害
の

地
域
特
性
に
関
わ
る
知
識
な
ど
の
共
有
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．
児
童
が
防
災
教
育
に
て
教
え
て
欲
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
，“
地
域
の
安
全
，
危
険
な
場
所
”，
”
災
害
時
の
備
蓄
品
“
な
ど
，
災
害
対
策
に
関
す
る
関
心
が
高
い
．
一
方
で
多
く
の
保
護
者

が
，
災
害
対
策
に
関
す
る
“
地
域
の
安
全
，
危
険
な
場
所
”
を
防
災
教
育
と
し
て
教
え
て
ほ
し
い
と
回
答
し
て
い
る
．
児
童
の
側
か
ら
保
護
者
へ
の
働

き
か
け
を
き
っ
か
け
と
し
て
，
家
庭
で
の
防
災
意
識
，
防
災
備
蓄
状
況
の
好
転
が
図
ら
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
．
災
害
時
，
児
童
が
家
族
と
一
緒
に

い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
，
こ
の
事
実
を
認
識
し
た
う
え
で
防
災
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
．
ま
た
，
児
童
・
保
護
者
と
も
に
避
難
経
路
・
場
所
へ
の

学
習
意
欲
が
高
く
，
防
災
意
識
調
査
を
取
り
入
れ
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
よ
り
，
避
難
場
所
を
知
る
こ
と
か
ら
，
実
際
に
避
難
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
い
っ
た
防
災
意
識
の
啓
発
が
う
か
が
え
る
．

防
災
意
識
の
共
通
課
題

太
平
洋
側
地
域
と
日
本
海
側
地
域
の
防
災
意
識
調
査

岩
山
佳
保
里
，
古
屋
光
一

（
20
20
）

太
平
洋
側
地
域
Ｐ
中
学
校

第
3
学
年
53
名

日
本
海
側
地
域
Ｊ
中
学
校

第
3
学
年
13
9
名

太
平
洋
側
地
域
と
日
本
海
側
地
域
で
生
活

し
て
い
る
中
学
生
の
地
震
や
津
波
を
中
心

と
し
た
防
災
意
識
を
調
査
，
比
較
し
て
相

違
点
を
明
ら
か
に
す
る
．

太
平
洋
側
地
域
と
日
本
海
側
地
域
を
比
較
し
た
結
果
，
太
平
洋
側
地
域
の
方
が
，
防
災
意
識
が
高
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
．
共
通
の
課
題
は
，

両
地
域
と
も
地
震
や
津
波
な
ど
に
関
す
る
深
い
理
解
や
把
握
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
，
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
読
図
力
が
両
地
域
と
も
低
い
こ
と
で

あ
る
．
一
方
，
両
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
評
価
で
き
る
点
は
，
地
震
な
ど
の
防
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
広
い
視
野
を
持
っ
て
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．

連
続
的
な
防
災
教
育
の

効
果

小
学
生
を
対
象
と
す
る
防
災
教
育
の
効
果
の
持
続
性

と
家
庭
へ
の
波
及
：
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
比
較

保
田
真
理
，
齋
藤
玲
，
邑
本
俊
亮

（
20
21
）

宮
城
県
あ
る
い
は
福
島
県
の
学
校
に
在
籍

す
る
小
学
校
5
年
生
（
10
歳
か
ら
11
歳
）

対
象
15
校

分
析
対
象
児
童
数
57
6
名

学
校
の
立
地
（
沿
岸
部
／
内
陸
部
）
の
違

い
が
防
災
教
育
の
効
果
と
そ
の
持
続
性
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
検
討

す
る
こ
と
．

防
災
教
育
の
効
果
の
持
続
性
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．
ま
た
沿
岸
部
の
学
校
の
ほ
う
が
内
陸
部
の
学
校
よ
り
も
防
災
意
識
が
高
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
．
こ
の
立
地
に
よ
る
効
果
や
そ
の
持
続
性
の
違
い
は
，「
対
象
と
な
っ
た
学
校
が
あ
る
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
に

よ
る
被
災
経
験
」，
あ
る
い
は
「
地
域
が
長
い
年
月
を
か
け
て
経
験
し
て
き
た
津
波
を
主
と
す
る
被
災
経
験
」
が
影
響
し
て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
た
．

そ
し
て
，
防
災
教
育
後
の
行
動
の
積
極
性
に
は
，
防
災
に
対
す
る
学
習
意
欲
，
減
災
自
己
効
力
感
，
お
よ
び
災
害
時
の
家
族
の
適
切
な
避
難
行
動
の
予

測
が
正
の
影
響
を
，
災
害
に
対
す
る
恐
怖
心
は
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
．
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
，
防
災
教
育
を
単
発
的
な
も
の

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
連
続
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
，
内
陸
部
（
津
波
に
よ
る
被
災
経
験
の
な
い
地
域
に
立
地
す
る
学
校
）
の
児
童
に

対
し
て
積
極
的
に
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
，
そ
し
て
教
育
後
の
家
庭
で
の
減
災
行
動
を
促
す
た
め
に
は
学
習
者
の
学
習
意
欲
と
減

災
自
己
効
力
感
を
高
め
，
状
況
に
応
じ
て
恐
怖
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．

防
災
教
育
を
持
続
す
る

こ
と
の
意
義

校
内
放
送
を
活
用
し
た
持
続
的
な
防
災
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
評
価
―
小
学
生
児
童
の
6
年
間

の
防
災
意
識
の
変
化
に
着
目
し
て
－

近
藤
誠
司

（
20
21
）

神
戸
市
長
田
区
に
あ
る
真
陽
小
学
校
，

20
18
年
秋
と
翌
20
19
年
秋
の
デ
ー
タ
を
使

用
し
て
20
1 8
年
度
5
年
生
だ
っ
た
児
童
が

6
年
生
に
進
級
し
た
段
階
ま
で
の
変
化
を

確
認
し
た
．

5
年
生
時
：
37
名
，
6
年
生
時
：
39
名

「
小
学
校
6
年
間
」
で
の
防
災
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
影
響
評
価
を
独
自
に
お
こ
な
い
，

持
続
的
な
防
災
教
育
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

リ
テ
ィ
を
抉
出
す
る
．

東
日
本
大
震
災
の
災
禍
を
ふ
ま
え
て
，
日
本
社
会
で
は
，
学
校
園
に
お
け
る
防
災
教
育
の
取
り
組
み
を
充
実
化
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
．
し

か
し
，
こ
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
に
即
し
て
，
た
と
え
ば
小
学
校
6
年
間
の
防
災
教
育
の
影
響
を
客
観
的
に
評
価
し
た
研
究

や
調
査
は
，
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
．
公
立
小
学
校
で
6
年
間
に
わ
た
っ
て
通
年
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
こ
な
い
，
最
終
学
年
の
6

年
生
に
な
っ
た
児
童
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
か
確
か
め
た
．
複
数
の
調
査
を
多
角
的
に
分
析
し
た
結
果
，
持
続
的
に
防
災
教

育
を
お
こ
な
う
こ
と
で
，
一
部
の
児
童
に
お
い
て
は
効
果
が
見
受
け
ら
れ
な
く
な
る
も
の
の
，
多
く
の
児
童
に
と
っ
て
は
防
災
意
識
が
高
ま
り
，
学
ぶ

意
欲
が
醸
成
さ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

防
災
意
識
の
醸
成

防
災
キ
ャ
ン
プ
に
よ
る
児
童
の
防
災
意
識
の
変
容

井
上
亜
美
，
大
田
勝
己
，
岸
本
妃
南
子
，
他

（
20
22
）

沖
縄
在
住
の
小
学
生
（
4
年
生
以
上
）

20
名

防
災
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
，
参
加
し
た
児

童
生
徒
の
防
災
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
．

被
災
後
の
生
活
に
焦
点
を
当
て
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
，
災
害
に
関
す
る
知
識
を
学
び
，
避
難
所
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
疑
似
体
験
す
る

こ
と
で
，
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
「
ね
ら
い
」
と
し
て
い
る
．
避
難
所
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
で
よ
り
鮮
明
に
被
災
時
を
想
像
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
，
災
害
時
に
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
増
や
す
こ
と
で
自
助
の
意
識
が
育
ま
れ
る
こ
と
，
そ
し
て
，
他
者
と
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
で
共
助
の
精
神
が
芽
生
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．

継
承
意
識

児
童
生
徒
の
防
災
認
識
の
経
年
変
化
の
実
態
と
そ
の

要
因
の
検
討

鈴
木
久
米
男
，
菊
地
洋
，
森
本
晋
也

（
20
23
）

全
県
か
ら
の
抽
出
し
た
小
学
校
や
中
学
校
，

高
等
学
校
の
児
童
生
徒

20
20
年
度

児
童
生
徒
数
29
57
名

20
21
年
度

児
童
生
徒
数
23
15
名

児
童
生
徒
の
災
害
及
び
災
害
経
験
等
に
対

す
る
認
識
の
経
年
変
化
及
び
地
域
と
の
関

連
性
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
，
そ
の
要
因

を
検
討
す
る
こ
と
．

「
い
わ
て
の
復
興
教
育
」
の
成
果
に
対
す
る
認
識
の
実
態
の
検
討
で
は
，
学
校
に
お
け
る
指
導
や
家
庭
，
地
域
の
関
わ
り
に
よ
る
，
児
童
生
徒
の
震
災

教
訓
に
対
す
る
継
承
意
識
の
高
ま
り
や
備
え
る
力
の
習
得
等
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
．
そ
の
一
方
，
災
害
の
実
態
や
対
応
に
関
す
る
家
庭

で
の
話
合
い
の
状
況
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．
ま
た
，
児
童
生
徒
の
防
災
に
関
す
る
認
識
の
経
年
変
化
に
，
校
種
に
よ
り
違
い
が

み
ら
れ
た
．
小
学
校
で
は
，
本
人
や
家
庭
，
地
域
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
防
災
認
識
，
中
学
校
は
家
庭
や
地
域
，
高
等
学
校
は
学
校
や
家
庭
・
地
域
で

の
防
災
に
関
す
る
話
の
機
会
や
防
災
の
理
解
が
向
上
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
．
そ
の
一
方
，
小
学
校
や
中
学
校
で
は
，
災
害
や
安
全
を
学
ぶ
機
会
に
対

す
る
認
識
が
，
有
意
に
低
下
し
て
い
る
等
，
教
員
個
々
人
の
実
践
と
学
校
と
し
て
の
機
会
創
出
へ
の
認
識
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．

リ
ス
ク
認
識

Ef
fe
ct
s
of
di
sa
st
er
ed
uc
at
io
n
on
ch
ild
re
n’
s

ris
k
pe
rc
ep
tio
n
an
d
pr
ep
ar
ed
ne
ss
:A
qu
as
i-

ex
pe
rim
en
ta
ll
on
gi
tu
di
na
ls
tu
dy

A
ys
e
Y
ild
iz
,
Ju
lie
D
ic
ki
ns
on
,
Ja
cq
ue
lin
e

Pr
ie
go
-H
er
ná
nd
ez
,e
ta
l.

(2
02
3)

ト
ル
コ
の
ヴ
ァ
ン
市
と
コ
ジ
ャ
エ
リ
市

72
0
人
の
小
学
生

こ
ど
も
た
ち
の
自
然
災
害
に
対
す
る
リ
ス

ク
認
識
を
高
め
，
災
害
へ
の
備
え
に
対
す

る
知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
．

災
害
教
育
が
子
供
た
ち
へ
長
期
的
に
災
害
に
備
え
る
リ
ス
ク
認
識
と
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
災
害
教
育
を
受

け
た
こ
ど
も
た
ち
は
，
地
震
，
土
砂
崩
れ
の
危
険
を
よ
り
脅
威
と
認
識
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
．
特
に
，
コ
ジ
ャ
エ
リ
の
こ
ど
も
た
ち
は
洪
水
へ
の
備
え

の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
．
視
覚
教
材
が
こ
ど
も
た
ち
の
リ
ス
ク
認
識
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
．
ま
た
，
災
害
教
育
介
入
後
，
準
備
の
認
識
の
向

上
に
よ
り
，
子
供
た
ち
が
危
険
に
備
え
る
重
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
そ
の
結
果
か
ら
，
災
害
教
育
介
入
が
子
ど
も
た
ち
の
災
害
へ
の

備
え
の
重
要
性
の
認
識
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
．

性
格
特
性
と
防
災
意
識

日
本
の
小
学
生
の
性
格
特
性
と
防
災
意
識
と
の
関
連

清
水
誉
子
，
酒
井
彰
久
，
小
林
渓
太
，
他

（
20
24
）

Ａ
県
内
小
学
5
年
・
6
年
生

12
4
名

小
学
校
5
年
生
～
6
年
生
の
性
格
特
性
と

防
災
意
識
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
．

調
査
内
容
は
性
格
特
性
と
し
て
小
学
生
用
5
因
子
性
格
検
査
40
項
目
と
，
防
災
意
識
の
質
問
10
項
目
で
あ
っ
た
．
児
童
の
性
格
特
性
は
，
協
調
性
と
統

制
性
の
2
項
目
が
基
準
の
平
均
値
よ
り
も
得
点
が
高
く
，
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
責
任
感
が
強
い
集
団
で
あ
っ
た
．
児
童
の
防
災
意
識
は
，「
自
然
災

害
が
起
き
た
時
の
た
め
に
，
家
族
で
約
束
事
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
や
「
自
然
災
害
は
怖
い
と
思
い
ま
す
か
？
」
の
項
目
の
得
点
が
高
か
っ
た
．

ま
た
統
制
性
は
防
災
意
識
10
項
目
の
う
ち
，9
項
目
で
有
意
な
正
の
相
関
関
係
と
，
重
回
帰
分
析
の
結
果
，
防
災
意
識
7
項
目
の
影
響
要
因
で
あ
っ
た
．

統
制
性
は
性
格
特
性
5
因
子
の
中
で
最
も
防
災
意
識
に
影
響
を
与
え
る
特
性
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．
統
制
性
の
特
性
が
高
い
児
童
は
防
災
意
識
が

高
く
，
外
向
性
の
特
性
が
高
い
ほ
ど
防
災
意
識
が
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
，
こ
れ
か
ら
の
防
災
教
育
は
集
団
に
対
し
画
一
的
な
内
容
の
教
育
を

行
う
の
で
な
く
，
性
格
特
性
に
応
じ
た
内
容
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
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4）【防災意識の向上にむけた要因】
このカテゴリーは，〈防災文化〉，〈防災意識の啓発〉，
〈防災意識の共通課題〉，〈連続的な防災教育の効果〉，〈防
災教育を持続することの意義〉，〈防災意識の醸成〉，〈継
承意識〉，〈リスク認識〉，〈性格特性と防災意識〉の9つ
のサブカテゴリーで構成された．特定地域の災害を防災
教育に活かす防災文化や震災教訓に対する継承意識の高
まりや長期的に災害に備えるリスク認識については，防
災教育を単発的なもので終わらせることなく連続的に行
うことが重要であり（保田他，2021a），こどもの行動
制御感につながるように学習意欲と減災自己効力感を高
め，性格特性に応じた内容の防災教育を行うことが必要
であると示唆された．

Ⅳ．考 察

20件の文献を分析した結果，4つのカテゴリーに分類
できた．これらの結果を踏まえ，以下のように考察した．

1．計画的行動理論に係る要因分析について
本研究はこどもに着目した防災教育の展開について，

計画的行動理論に係る要因分析を行った．要因分析の結
果，【防災教育の利点と課題】，【避難行動意図形成】，【防
災行動の形成】，【防災意識の向上にむけた要因】が示さ
れた．【防災教育の利点と課題】では，こどもの発達段
階ごとにみられる身体的，心理的，環境的要因を考慮し
ながら，情緒的安定につなげることで，主体的な活動を
通して防災体験などを身に着けることの重要性が示唆さ
れた．一方で，防災教育を実施していない学校が非常に
多く（柴田他，2020b），加えて，防災教育教材の不足
が課題として明らかになった．このことから，こどもの
発達段階に応じた経験的教育や，実践的教育の在り方に
ついて多角的な教育プログラムの構築を行うことが今後
必要であると考える．【避難行動意図形成】においては，
行動意図に影響する要因として「リスク認知」が示され
た．博物館の展示や資料を活用した地域災害を学ぶ授業
は，水害についての強い記憶を残し「リスク認知」を高
めた．また，「リスク認知」の高まりが，「避難行動意図」
を高めることも検証された（望月他，2022b）．そのた
め，多面的な教育アプローチを行うことが，「リスク認
知」の向上につながり，行動制御感による意図形成に影
響することが示唆された．地域災害など身近な事例やシ
ナリオを通して経験的教育を学ぶことで，ハザードやリ
スク認知の高まりが期待できると考える．【防災行動の
形成】としては，小学生を対象とした防災教育において，
小学生と教職員が主体となった実践的な体験学習により，
子どもたちは自分のこととして具体的に避難について考
えることが出来（井山他，2020b），そのことが「我が

事意識」として能動的避難行動の形成につながると示唆
された．こどもが率先して行う行動態度は，保護者や地
域住民などへ影響するコミュニティ・エンパワメントが
期待されることから，実践的な体験学習や教育プログラ
ムの提供は，こども自身や家族，地域の人々など，それ
ぞれの立場に対して防災行動を考える機会につながると
考える．また，地域住民など，こどもを取り巻く多様な
人々との関係性を理解することは地域防災への展開の一
助となると考える．【防災意識の向上にむけた要因】と
して，特定地域の災害を防災教育に活かす防災文化や震
災教訓に対する継承意識の高まりや長期的に災害に備え
るリスク認識については，防災教育を単発的なもので終
わらせることなく連続的に行うことが重要（保田他，
2021b）である．このことから，こどもの行動制御感へ
つながるように学習意欲と減災自己効力感を高め，性格
特性に応じた内容の防災教育を行うことが必要であると
示唆された．加えて，こどもが災害未経験であっても自
分事として被災時を想像することは，「リスク認知」や
「行動意図」に影響し，防災意識の変容につながる（稲
垣他，2010；井上他，2022）ことが明らかであることか
ら，有事の際に命を守り災害を生き抜く力を育てるため
には，こどもの発達段階や性格特性を考慮するなかで多
面的教育アプローチを重ね，こどもの学ぶ意欲の醸成に
つなげていくことが重要であると考える．

2．家庭・地域への波及について
防災教育におけるこどもの意識変化は大人へも波及す
る（豊沢他，2010）とともに，地域における「防災行動
意図」，「防災行動」は，「家庭防災」から「地域防災」
へ防災行動が促される因果関係が明らかとなった（神田，
2023）．こどもを取り巻く家庭や地域社会の現状として，
家庭の有様の変化，地域社会も地縁的な結びつきや連帯
意識の脆弱化（文部科学省，2025a）がみられるなか，
家庭・地域は，子どもが持つ潜在的な有能性，能動性が
自らの力で育てられるように，支援のネットワークを拡
げ地域のすべての子どもたちのwell-being（幸福）を保
障する（萩原，2006）取り組みが必要であると考える．
また，家庭との連携強化，長期的な視点から，一貫性の
ある防災教育の構築につなげ，『生きる力』を育む防災
教育に向けた対策を検討することは今後も重要な課題で
あると考える．特に防災教育プログラムにおいては，家
庭との連携強化，長期的な視点からの一貫性のある防災
教育の構築が望まれる．これらの要因の一つとして，学
校教育における防災教育の位置づけや教員が使用したく
なるようなアクティブラーニングの教材の不足が課題と
してあげられる．したがって，保・幼・小・中学校に渡
る長期的な視点から防災教育モデルを構築し，様々な自
然災害を視野に入れた防災教育の展開（田村他，2019
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b）と検証の蓄積が今後必要であると考える．

Ⅴ．結 論

子どもに着目した防災教育の展開について計画的行動
理論に係る要因分析を行い，【防災教育の利点と課題】，
【避難行動意図形成】，【防災行動の形成】，【防災意識の
向上にむけた要因】の4つのカテゴリーに整理した．こ
どもの防災行動の形成要因として，多面的な教育アプ
ローチを行うことが，「リスク認知」の向上につながり，

行動制御感による意図形成に影響することが示唆された．
地域社会も地縁的な結びつきや連帯意識の脆弱化（文部
科学省，2025b）がみられるなか，家庭との連携強化，
長期的な視点から一貫性のある防災教育の構築と検証の
蓄積が重要である．

Ⅵ．研究の限界と今後の課題

本研究は，20件の文献からこどもに着目した防災教育
の展開において，計画的行動理論に係る要因分析を行っ
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た．データ収集の検索エンジンを医学中央雑誌Web版，
CiNii，PubMed，JDreamⅢweb 版を用いて検討した
が，日本における防災教育のすべてを反映していない．
また，解釈の主観性は，研究者の経験，視点に影響され
る可能性がある点に限界がある．
利益相反：本研究における利益相反は存在しない
分析した文献：分析した文献は表2にまとめて表記を
行った．
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